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　「婦人よ、なぜ泣いているのか」（13節）。週の初めの
日の早朝、マグダラのマリアが主イエスの墓に行って、
泣きながら墓の中を覗

のぞ

き込んでいると、主イエスは背後
に立って声を掛けました。マリアは「振り返って」、復
活の主が死に打ち勝って生きておられることを知って大
喜びしました。復活の主は墓の中や暗い死の中におられ
ません。その背後に立って死に打ち勝って生きておられ
ます。マリアはその知らせを弟子たちに伝えました。「マ
リアは、イエスと一緒にいた人々が泣き悲しんでいると
ころへ行って、このことを知らせた」（マルコ16：10）。
　その夕方、少数の弟子たちが「集まって」いました。
そこには主イエスを裏切ったユダも疑い深いトマスも
おりませんが、彼ら自身も十字架につけられたイエスを
見捨てて逃げ去った罪人だったのです。弟子たちはユダ
ヤ人の殺害の手が及ぶことを「恐れて」、びくびくと家
の戸に鍵をかけて集まっていました。立派な会堂をも
ち、大勢の人が集まる群れだけが教会ではありません。
「少数の罪人の群れ」も教会なのです。ここに弟子たち
の名はありません。しかし、ここから世界の教会は始ま
ります。
　復活の主はこの「少数の罪人の群れ」に入って来て、
その真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」
（シャローム）と祝福されました。教会には様々な恐れ
や壁があります。しかし、主はその恐れや壁を超えて入
り、その真ん中に立ち、「平和あれ」と祝福されます。「平
和」は世が与える平和ではなく、手と脇に十字架の傷
跡をもった復活の主の罪の赦

ゆる

しによる平和です。彼らは
「主を見て喜んだ」とあります。ここに教会の真の喜び

があります。「あなたがたは泣いて悲
ひ

嘆
たん

に暮れるが、世
は喜ぶ。あなたがたは悲しむが、その悲しみは喜びに変
わる」（ヨハネ16：20）。
　復活の主は再び「あなたがたに平和があるように」
（シャローム）と祝福して、この「少数の罪人の群れ」
を世に遣

つか

わされました。宣教は主イエスが父から世に遣
わされて「成し遂げられた」御

み

業
わざ

を証
あか

し、継続するた
めのものです。自分の力で宣教するのではありません。
ただ聖霊の力によって宣教するのです。復活の主は彼ら
に「息を吹き込み」、聖霊を注いで世に遣わし、「罪の赦
し」の福音を宣教させたのです。「一同は聖霊に満たさ
れ、〝霊〟が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話し
だした」（使徒2：4）。
　「あなたがたに平和があるように」（シャローム）はこ
こで二度語られています。復活の主は貧しい「教会の群
れ」を祝福し、慰

なぐさ

められただけではありません。彼らを
祝福し、世に「派遣された」のです。教会は単に「招く」
ためではなく、世に「遣わされて」おります。復活の主
は各家庭や地域に遣わされた一人一人を祝福しておら
れます。
　新型コロナウイルスが襲って来て、会堂において礼拝
のできない教会が多いと聞いています。それは教会のピ
ンチであり、またチャンスです。この機会に教会は牧師
の指導のもとに、各家庭や地域に遣わされた一人一人を
支えて、時を定めて一

いっせい

斉に礼拝したいものです。各家庭
や地域に遣わされた一人一人は復活の主から祝福され
た宣教の最先端です。彼らを放置し、見捨ててはなりま
せん。� （東京中会教師）
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